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NPO法人竹取物語

渋川市北橘町整備後５年



NPO法人竹取物語

前身「上緑森林整備体（平成15年設立）」

構成「斜面（法面）防災工事の県内専業者」

急な斜面が日常の作業現場
伐採 ・切り崩し
コンクリートや緑化材を吹付けて
斜面の崩れを防ぐ



篠
・
竹
や
ぶ
の
駆
除

森林整備ボランティア活動

間伐材花壇木材の利用（ベンチ・ウッドチップ）

伐
採
・
枝
払
い



背景）放置竹林のヤブ化が里山の景観や機能を阻害

設立）平成21年5月

活動）竹林の整備と人材の育成、竹資源の利用

組織）

NPO法人竹取物語

主な役割 構 成

竹林整備 県内の法面工事専業者

竹の回収
竹の再生資源化

破砕・肥料化： 国土緑化㈱（廃棄物処分業）

炭 化 ： 上毛緑産工業㈱

顧問、活動の支援
林業・農業の有識者

法面緑化団体、林業機械メーカー



主な竹林整備とNPO法人のかかわり
活 動 ・ 事 業 名 称 事 業 地 ＮＰＯ法人の活動

21～22年度（群馬県）
緊急雇用創出基金

県内一円 12ha 新規雇用・竹林整備
（受託者：上毛緑産工業）

22～23年度（渋川市）
ふるさと雇用再生特別基金事業

渋川市 5ha 新規雇用・竹林整備
竹の利用

22～24年度（国土緑化推進機構）
緑の募金公募事業

県内一円 1ha 竹林整備
竹の利用

（実証試験）24～26年度（渋川市）
竹林整備事業業務委託

渋川市 3ha

24年度（前橋市）
竹やぶ・篠やぶ大掃除大作戦業務

前橋市 竹の回収支援

25～26年度（高崎市）
里山元気再生事業

高崎市 竹の回収支援
チッパー貸出し

竹林整備ボランティア活動への伐り竹の回収支援、竹チッパーの貸出し

森林・山村多面的機能発揮対策における地域環境保全（竹林整備）活動

群馬県鳥獣被害対策支援センターの竹林整備

緑の県民税に係る竹林整備活動



竹林整備活動 ■ 主に公益性の高い、地域の要望
に応えた 竹やぶを対象に整備

公

園

学
校
周
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竹林整備活動

道
路
沿
い

住
居
周
縁



竹やぶの整理伐採
枯れ・老齢・不良の竹を伐採

日光が射し込む活力ある

竹林に整える。

倒伏

老齢 不良

枯れ

若く健康な竹を残す

次年度以降の維持管理の

ため地際で平滑に切る。



竹林の現状
竹資源利用の減少（利用率例：10年前の１～2割ほど）

代替品の出現、外来の安価な筍・竹製品

竹林の管理放棄

不良な竹林（やぶ化）

拡大・侵入 荒廃（竹公害）

山村の過疎化、高齢化

後継者不足、重い労働・・・

高密度

日照不足、枯死・・・

竹離れ



身近な竹公害

繁殖力旺盛

日照を好み拡大・侵入

道路の視界・倒伏

住環境の阻害
鳥獣被害
日影湿気、藪蚊

不法投棄の温床

etc・・・

里山環境の悪化



道路へ視界・倒伏 通学路の安全・安心

有害鳥獣（住処） 農地へ侵入



竹の侵入拡大の実態

管理放棄 周縁に侵入・拡大

スギ林内へ侵入

渋川市内の実例

調査地
面 積 ㎡

Ａ）地目 Ｂ）竹やぶ Ｂ／Ａ

北 橘 981 1,200 1.3

白 井 2,946 4,200 1.4

伊香保 1,401 1,800 1.3

赤 城 2,648 4,100 1.5

放置すると１０年で１～２割拡大



竹林整備の現状

緊急性の高い竹やぶ

通学路・公園・防犯・鳥獣害・不法投棄・・・

地域のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、所有者等による整理伐採

課題・・・・ 重い労働・竹の処分



竹林整備の課題

■ 竹の利用・価値がない
■ 作業がきつい、手間が掛かる

移動・枝払い・束ね・運搬・・・

■ 処分できない（費用）

林内へ放置
集積しても利用先がない!



林内放置の実態

健全な竹林の維持管理
利用を阻害!

足の踏み場もない状況！



課題解消のポイント

伐採作業の省力化

省力・低コスト化
枝払い、束ね、移動、運搬の手間を省く

チップ化

チップの活用

機械・器具の活用
専門作業員の養成・確保

竹の活用
有益・持続的な利用方法



伐採の省力化 機械・器具の活用（NPO法人）

質量２㎏・バー長２０㎝



機 械 伐 採

整理伐採に適さない（皆伐向き）。
広い集積場所が必要
地際で平滑に伐り難い。
切先が不揃い（切残しの伐採が必要）。

広大・緩斜面に適用。
機械で伐採・移動の一連作業。

機械伐採後の切残し利点

難点



竹林整備の先進機械

束ね

破砕
破砕処理能力が高い。
難点）
ハンマークラッシャー方式
の場合は、チップ片が不揃
い。再利用には整形を伴う。



枝払い・束ね・・・省力化 破砕（チップ化）

自走式チッパーを使って林内で竹を破砕

破砕（竹チップ）
林内へ敷均し

袋に詰めて搬出（活用）

チップ化の利点
枝払い・束ね・集材などの重作業を省略

搬出の効率化

“かさばりを減容” 積込み・運搬・荷降ろしが容易。

作業量の数値化

袋の数で作業量（竹材積）の確認が容易。



自走式破砕機（NPO法人） ﾊｽｸﾊﾞｰﾅ・ｾﾞﾉｱ社,ﾁｯﾊﾟｼｭﾚｯﾀﾞSR3000
能力（実績：800本/日、最大径180㎜）

林内を自走
枝付のまま破砕

搬
出(

回
収)

敷
均
し



搬出（回収）の効率化

運搬量 ５倍

？

運搬量の比較実例（１０t積トラックの場合）

竹枝付き:長さ５ｍ以下

２５０本程

竹チップ：２５ｍ３

（１２５０本程）

竹〝かさばり“が減容、運搬効率が良く、再利用の低コスト化



放置竹林の様相

細い竹が密生
枯竹の混在
地下茎が弱く倒れやすい

竹やぶの成立密度

例）マダケ 整備前 17本/4㎡

整備後 2本（整理伐15本）

渋川市内（１調査地当たり ３箇所）

調査地
マダケ

実態 本／４㎡ １㎡
換算（２×２）ｍ 平均

北 橘 16～17 16.5 4.1

白 井 8～16 12.5 3.1

伊香保 11～12 11.5 2.9

赤 城 13～16 14.5 3.6

高密度



竹の形状とチップ材積 伊勢崎市内 平成21年3月調査

試料）伐採竹

稈周毎に10本

チップ量測定

稈周の分類

5種（10 13 16 22 32）㎝

破砕



竹の形状とチップ材積調査結果

稈周
㎝

竹稈 長 ｍ １本当たり
チップ ℓ範 囲 平均

10 6.3 ～ 7.8 7 10

13 7.0 ～ 8.5 8 18

16 8.3 ～ 11.3 10 27

22 8.3 ～ 13.5 11 40

32 12（内外） 12 65

チップ１ｍ3
竹の本数

１００

５５

３７

２５

１５

□内は成立密度の高い竹

平均的な竹： 稈周１５㎝、長１０ｍ

成立密度＝３本/㎡

整理伐採 ：２．５本/㎡（残０．５本/㎡）

チップ材積： １ｍ3

＝ 竹５０本

竹林整備面積＝２０㎡相当

目 安



竹チップの利用

事業地（一次破砕）

立竹伐採枯 竹

集 積

破砕
（固定破砕機）

林内整理
（たな積） 搬 出 竹チップ

チップサイズ５㎝内外

一次

用
途
に
応
じ
加
工

自走式破砕
（ﾁｯﾊﾟｼｭﾚｯﾀﾞ）



竹チップ活用までの流れ

二

次

破

砕

● 細粒状

■ 菌床きのこ培地

■ 土壌改良

■ 発酵 → 堆肥

■ 肉牛の飼料（研究中）

■ 厩舎の敷き料etc

● 粗チップ

■ 炭 化（竹 炭）

■ 農園芸のマルチ材

（一次）竹チップ
５㎝内外サイズ

フ
ル
イ
選
別

■ マルチ材
■ クッション材

粉

砕



破
砕
（
一
次
）

破
砕
（
二
次
）

竹チップの加工（固定式破砕機）

切竹



竹チップの加工（粉砕・選別）

活用用途に応じ
■ 竹チップを粉砕
■ チップサイズを選別

粉
砕
機

選別装置



竹チップの加工（炭化）

竹チップ（粗粒）を回転式炭化装置
で連続的に炭化

生産能力：１～１．５ｍ3/時

大気汚染防止法の規定「ばい煙発生施設」



竹チップの活用事例

土壌改良へ期待

バイケミ農業誌引用

■ 旺盛な生長力の源（養分）が活きる！

■ デンプン（ブドウ糖を構成する多糖類）

■ 硬い繊維質

畑 田圃

竹の微量要素ppm

鉄 ２００

ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ １６０

ｶﾘｳﾑ １４０

ﾏﾝｶﾞﾝ ２７



竹チップの活用事例

マルチ材

保温 保湿 防草

キャベツ

ブルーベリー



歩道のクッション材

安中総合学園高等学校

クッション材

ぬかるみ防止 クッション

厩舎の敷料
臭気の緩和に効果

竹チップの活用事例



竹炭の活用事例

土壌改良へ期待
■ 土壌の通水性の改善
■ 珪酸・カリウムが多く硬い
■ 細孔の径が小さく表面積が多い
■ 吸着力が高い

竹 炭

比表面積 ２００ ㎡/ｇ

チッソ ０．５１ ％

リン酸 ０．２８ ％

カリウム ３．１１ ％

ｐＨ １０



竹炭の活用事例

安中総合学園高等学校

土壌の通気性改善
保温 保湿 防草

発酵堆肥の添加材
臭気の緩和



竹炭・竹チップの実証試験（水稲）

試験田圃 渋川市 施用量（１反）：竹細粒２ｍ3＋竹炭0.5ｍ3

生
育
調
査

収
量
調
査

施

用



収量・品質の

向上が期待できる！

実

証

圃

生 育 収 量（１０a換算値） 品 質

稈長（㎝） 穂数（本） 精玄米（㎏） クズ米（㎏） 食味（スコア）

試験 慣行 試験 慣行 試験 慣行 試験 慣行 試験 慣行

中
村

112 95 404 428 489 388 31 23 83 82

樽 95 94 479 441 440 425 38 37 82 80

有
馬

100 91 380 322 396 304 31 74 79 77

平成24年10月調査

竹炭・竹チップの実証試験結果（水稲）



収量が向上し収穫期の短縮が期待できる！

平成24年11月調査

竹炭・竹チップの実証試験結果（青梗菜）

青梗菜（渋川市）

実証圃 葉長㎝ 葉重ｇ

慣行区 ２７．０ １７３．２

竹ﾁｯﾌﾟ（粉粒） ２７．３ １７３．０

竹 炭 ２８．０ １９４．８



きのこの菌床栽培試験

菌床培地としての竹チップの形質

■ 竹チップは半年程の間寝かせる
■ 若いと収穫が遅れる傾向
■ スギ培地に近い粒度分布が好ましい

竹チップの粒度分布

粒径㎜ 構成比％

２～７ ７．１

１～１．５ ３８．４

０．５～１．５ ２８．３

０．７以下 ２６．３

研究機関）日本きのこ研究所

半年ほど静置、その後粉砕・選別



きのこの菌床栽培試験 日本きのこ研究所

マダケ（竹チップ）を菌床に利用し、

施設栽培型きのこの栽培化の可能性を検討

エノキタケ

ヒラタケ

慣行栽培 竹50％栽培 竹100％栽培



きのこの菌床栽培試験のまとめ

■ 竹チップ（マダケ）は

１００％の割合で添加しても使用が可能。

■ エリンギはうま味に関与する糖質、グルタミン酸の増加がみられ

差別化（高付加価値化）の可能性が示唆。

ヒラタケ タモギタケ エリンギ エノキタケ

シイタケ

■ 竹チップ（マダケ）は

２５～４５％の割合で

添加すれば使用が可能。

エリンギ

グルタミン酸含有量
（単位mg/100g）

竹チップの割合

０％ １００％

５９ ７２

日本きのこ研究所



試験結果（生長・発生）

竹チップと菌糸の生長

◎ 添加割合が高くなると早くなる
ヒラタケ エリンギ タモギタケ
アラゲキクラゲ

○ 添加割合が５０％まで使用可能
エノキタケ シイタケ
ヤマブシタケ ハナビラタケ

△ 添加割合が高くなるほど遅くなる ナメコ マイタケ

竹チップときのこの発生

◎ 高い割合の竹チップ培地での適性が高い
ヒラタケ エリンギ タモギタケ
エノキタケ

○ 竹チップ５０％程度の代替使用が可能
ブナシメジ ヤマブシタケ
アラゲキクラゲ

△ 竹チップ培地への適性が低い ナメコ マイタケ

日本きのこ研究所



竹チップの活用事例（のり面緑化材）
ぐんまの環境新技術新製品認定

竹チップ・竹炭、伐採材・除根チップ
針葉樹皮などに下水汚泥を混合し
発酵・熟成させた緑化基盤材 緑化基盤材を吹付ける

植生基材吹付工

緑化基盤材を筒状袋

に封入した植生基材マット



課題「維持管理不足」
整備後の手入れ不足で竹やぶ化

対策
毎年・適期の維持管理
駆除
除根、薬剤の散布・注入…

整備前：平成２２年２月

やぶ化

平成２７年２月

整

備

後

背景）
受益者が人も金も出さない



維持管理された竹林
受益者や所有者など自らが整備、継続的な手入れ

平
成
２
１
年

現

状



課題「竹林整備の手間」

立地の違いによる竹林整備の手間

■ 立地が良い場所（易）

平坦地で伐採が容易。
伐採竹の移動が速い。

■ 立地が悪い場所（難）

急な斜面で転倒、滑落のおそれから
伐採、集積場までの移動に手間が掛かる。

切株を足場とする
ため二度切りする
場面も多い



■ 枯竹が散乱している場所（難）
足場の確保ができないほど林内に枯竹が混在、散乱している。
伐採前に枯竹の整理に手間が掛かる。

竹林整備の手間

枯竹の整理例
（林内へたな積）



竹林整備の手間

立地による竹林整備の手間（実績）

竹林整備（伐採～破砕～搬出） １組

作業員（一般）
伐採・枯竹の整理 ２～３人

移動・破砕・搬出 １～3人

有識者（特殊作業員） 選竹・機械・作業の指導 １人

自走式チッパー 能力：径１８㎝、５ｍ3/時 １台

竹林整備の手間（１０ａ当たり・人）

立地 伐採 移動・破砕 搬出

易 ９ ５．５ １

普通 １３ ９．５ １

難 ２７ ２２．５ ３

19事業地4.4ｈａの実績より算出

易： ほぼ平坦地、作業通路沿い
枯竹の混在少ない。

立地（作業環境）

普通：傾斜30度より緩い、作業通路沿い
枯竹の散乱が有る。

難： 傾斜30度より急、狭い、移動30ｍ超
枯竹の散乱が有る。



課題「竹チップの活用」

理想）竹林整備を賄う活用方法（市場価値）の開発

■ 竹チップの安全・安心
竹林における放射性セシウムの動態。木や腐朽材の混入。

■ 竹の調達方法

コスト 竹・チップの調達方法 課 題

安い
事業者から
竹・チップを持ち込んでもらう

廃棄物処理法の規制
一般廃棄物処分許可

利用者が
集積場所まで竹チップ（袋梱包）を取りに行く

竹林整備のコストアップ
伐採費＋破砕費

高い
利用者が
集積場所まで竹（５ｍ以下）を取りに行く

チップのコストアップ
運搬費＋破砕費

課題



竹林整備

搬出
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付ﾄﾗｯｸ
ｸﾚｰﾝ装置付ﾄﾗｯｸ

炭化装置

選別装置伐採・集積

竹チップの加工と主な利用先

破砕機

破砕・粉砕機

チップ（一次）

チップ（二次）

チップ（細粒）

チップ（粗粒）

竹 炭

加 工

主な活用 チップ（粗粒） チップ（細粒） 竹 炭

有償
定期販売

菌床きのこ生産
花卉、ブルーベリー栽培

群馬県樹木診断協会
特殊肥料生産者

無償
試験研究

学校 田畑実証試験
生ゴミ減量化試験

田畑実証試験
生ゴミ減量化試験

自ら利用 肥料化・竹炭原料 のり面緑化材 のり面緑化材

ﾁｯﾌﾟ

切竹



今、NPO法人が取組んでいること
地域と協働による整備

竹チッパーレンタル 竹資源化の生産プロセス改善

竹の回収支援
回
収
し
た
竹
の
有
益
利
用
の
研
究


